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男性保育者の離職について
藤 田　清 澄
　近年、全国的に保育者不足について大きな話題となっている。中でも保育者の離職についてどのような施策を講じ
ていくかが課題となっている。本研究では今まで触れられてこなかった男性保育者の離職についてどのように捉えら
れているのか、離職を経験した男性保育者へのインタビュー調査から明らかとした。結果として男性保育者は離職の
「抑制要因」と「促進要因」に影響を受けつつ、家族・仕事・自己の 3 つの立場を確立していく様相が明らかとなった。
まさに男性保育者のワーク・ライフ・バランスの一様が示唆された。その際、社会的に求められる男性性もまた影響
を与えていることを読み取ることが出来た。
1．問題
1‒1．保育者不足の現状
　近年、保育者不足が大きな問題として取り上
げられている。平成 27 年に厚生労働省が発表
した「保育士確保プラン」1）の中では①人材育
成、②就業継続支援、③再就職支援、④働く職
場の環境改善という『4 本の柱』を基に保育士
確保に関する関係機関等との連携強化や施策に
関する普及啓発を積極的に行うなど、更なる推
進を図ることを目的とし様々な支援施策が講じ
られている。その中でも②就業継続支援につい
ては、離職防止の研修支援や離職防止のための
研修等に係る助成の活用促進など、保育者の離
職に対する施策も実際に進められている。目標
として平成 29 年度末において必要となる保育
士「46.3 万人」から、平成 25 年度の保育所勤
務保育士数 37.8 万人及び平成 29 年度末までの
自然体の増加分 2 万人を差し引いた、新たに必
要となる「6.9 万人」の保育士を確保するとし、
様々な施策を講じてきている。まさにこの目標
に掲げられている平成 29 年度となり多くの自
治体においても施策が実施されている。しかし、
東京都における保育士の有効求人倍率が 5.99
倍2）であると話題にあがるように未だ保育者不
足は深刻な問題として捉えられている。これは
都市部だけの問題ではなく、地方においても同
様の問題が深刻化していると推測される。この
現状を鑑み保育者の離職についてその様相を明
らかにする必要性があると考えられる。
1‒2．保育者の離職について
　上記のように保育者不足についての一つの要
因である保育者の離職についての研究は多く見
られるようになってきている。例えば、内田・
松崎（2016）3）は幼稚園教諭、保育士、小学校
教諭と多様な職種で離職に至ってしまった 6 名
にインタビュー調査を実施し、その内容を詳細
にまとめている。その中で「離職の理由は同じ
であっても、一人一人その過程は異なる」とそ
の多様性に触れた上で、「多岐にわたる仕事の
増加、過剰な規制緩和、それらが教育現場から、
新任教諭を育成する余裕を奪い取っている」と
保育者の多忙化等によって保育者の置かれてい
る現状についても言及している。また、濱名
（2015）4）は養成教育と現場の接続という観点か
ら保育者の離職について研究し、養成段階にお
いては専門性と同時に「総合的な人間力」が重
要であるとしている。さらに、傳馬・中西
（2014）5）は早期に離職をしてしまった保育者 1
名を対象に行ったインタビューデータを基に離
職に至るまでの径路について詳細に分析してい
る。その中で「保育者の離職には、単に「人間
関係」との理由だけでは捉え切れない複雑な状
況があること」を明らかにしている。このよう
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に保育者の離職に対しても様々な視点から研究
が進められてきている。しかし、多くの離職に
ついての研究は女性を対象としたものが多く、
男性保育者について扱われた研究は非常に少な
い。
1‒3．男性保育者の離職について
　現在男性保育者の割合は保育士が全体の
5.2%6）、幼稚園教諭が 6.6%、保育教諭が 5.7%
と非常に少ない7）。男性保育者を対象とした研
究は今まで様々な視点で行われている。例えば、
川崎（1973）8）は男性保育者である自身を振り
返り男性保育者の役割について言及している。
また、青野（2009）9）は男性保育者 6 名にイン
タビューした上で、男性保育者の保育職に対す
る意識についてジェンダー・フリー保育の観点
から明らかにしている。さらに、戸田・松本ら
（2017）10）の研究においては男性保育者の必要
性及び理想的な保育者の男女比の意識につい
て、保育者養成校学生と現職保育士を対象に調
査を行っている。その中で約 60% の割合で男
性保育者が「いることが望ましい」と必要性を
示しつつも、男女比については男：女＝2：8
や 3：7 と低いことも示している。このように
男性保育者を対象とした研究は多々行われてい
るものの、男性保育者の離職に関する研究にお
いてはまだまだ十分に取り上げられていない。
そしてその多くが質問紙を用いた調査研究であ
り、質的に明らかにされているものは上記した
青野（2009）による研究の他には少ない。しか
し、拙論11），12）において、離職を経験した男性
保育者や継続して働く男性保育者をも対象にす
ることで、それぞれのプロセスを示すことが出
来た。その中で男性保育者は離職を一つの転機
と捉え、自分の中にある離職に対する負のイ
メージから正のイメージへと変化させていくこ
とで自らの保育観を再構築させていく様子や離
職と継続では同じ要因（特に家族に関わるもの）
においても意味付けが変わって捉えられている
ことが明らかとなった。しかし、同時に男性保
育者が離職をどのように捉えていくのかについ
ては多様な在り方があることも示唆された。
2．目的
　したがって本研究では、幼稚園を離職し、保
育所への転職を経験し保育者を継続している男
性保育者を対象に継続的なインタビューを実施
することにより、男性保育者が離職をどのよう
に捉えているのかについて明らかにすることを
目的とした。
3．方法
3‒1．研究協力者
　私立幼稚園で勤務した後、転職を経験し、現
在私立保育所で勤務している男性保育者 A 教
諭である。A 教諭は 4 年制の私立大学を卒業
後最初の園に就職し、7 年勤務した後、離職を
経験し現在の保育所に勤務するに至っている。
A 教諭は前職場である私立幼稚園から現在の
私立保育所に移る際に期間が空いていないため
転職とも捉えられるが、本研究では離職を「職
場を離れ雇用関係が切れること」であると捉え
ることとしたため本ケースも離職であると判断
した。今回分析対象としたインタビュー時間は
約 360 分である。
3‒2．分析方法
　分析の手順としては半構造化インタビューに
よって言語データを得た上で、M-GTA を用い
て分析を行った。具体的には文脈ごとにデータ
を分け、簡潔なコードを付ける。すべてのコー
ドを付け終えた後に再確認を行い、それらを基
に概念を生成し、似た概念をまとめ、比較する
ことで関連図を作成した。木下（2007）13）がプ
ロセス的側面をもったものの分析に適し、特に
データをコンテキストで見ていき、そこに反映
されている人間の認識や行為、それに関わる要
因や条件などを丁寧に検討していく研究方法で
あるとしているため、M-GTA を採用した。
4．結果・考察
　分析の結果、M-GTA 概念図として Figure 1
を生成することが出来た。その中で 5 つのパラ
ダイムが明らかとなった。以下にそれぞれのパ
ラダイム毎に考察することとする。
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4‒1．離職に関わる背景【P‒1】
　A 教諭は就職して 1 年目に身体的要因によ
る病気休暇を余儀なくされている。そのことが
原因となり上司による〈離職がチラつく病気休
職〉となった。しかし A 教諭は職場に戻る前
提で療養し現場復帰をすることが出来た。そこ
で直面したのは園の体制が変化したことによる
〈保育形態の変化による戸惑い〉であった。療
養に入る前とは保育の形態が大きく変化してお
り、上司も代わったことによる戸惑いが見られ
たと語っている。また形態の変化による同僚と
副園長との対立場面にも直面している。その際、
保育者として園に身を置きつつも復帰して間も
ないことから〈同僚と副園長の対立に対する客
観性と当事者性〉の両面の心境に至っている。
園に所属する一人として園の状況について捉え
つつも、経験していることが少ないが故にある
意味客観的にその状況を捉えている様子も語ら
れていた。療養から復帰した後、自分の保育に
ついても〈学級崩壊が招く自己喪失状態〉に陥っ
ている様子がうかがえる。このように〈初担任
とシステム再編の二重性による混乱〉が相まっ
て就職してから初めの時期は沈んでいる様子が
見られた。
4‒2．離職を抑制する要因【P‒2】
　A 教諭の離職意識の高まりを抑制していた
要因としては大きく 3 つの要因が明らかとなっ
た。1 つ目は『自己に関わる要因』である。ま
ずは年度がかわり、クラス担任ではなく、一人
の子どもの担当となることで集団に対する視点
ではなく、個の理解に終始することが可能とな
り〈担当人数減少に伴う子ども理解の深まり〉
が見られた。そのことによって子どもの成長に
関わることやその成長を読み取ることの楽しさ
に改めて気づくことができ、〈楽しさと成長感
の関係への再認識〉をしたことが挙げられる。
これらは〈職場と自己の成長から見えた保育の
面白さ〉を感じさせることに繋がり、自分の保
育に対する前向きな感情を引き起こすことに繋
がっている。その後、上司より新規事業の担当
になることを提案され、そのことに対し〈新規
改編事業へのワクワク感〉も感じるまでになっ
ている。
　2 つ目は『周囲の環境に関わる要因』である。
最初の私立幼稚園では〈1 年目にフリーという
園の体制〉等に見られる〈園の保育者育成的戦
略としての人員配置〉が見られ、このような環
境が離職を抑制している要因として作用してい
る様子が見られた。また、上記したように新規
事業における主担当にあてるなどの人員配置に
ついても上司による保育者育成的戦略が垣間見
えている。
　3 つ目は就職 2 年目に経験した『大規模な震
災による要因』である。この経験は離職意識と
いう視点においては〈被災地の自己と共に乗り
越えた同僚の存在〉に支えられている様子が語
られていた。また、園の状況も保育と同時並行
的に復興が進められているため、〈園の復興に
よる離職意識の喪失〉に繋がっている様子が見
られた。その段階までに持っていた離職意識に
ついても、同僚と共にまずは復興に向けてとい
う意識が働き、リセットされている様子が見ら
れた。さらに、語りを読み解いていくとそれら
の根底には養成校に通うことを許してくれた両
親の存在や養成校で出会った恩師に対する想い
が存在していた。これは〈親と恩師に対する義
理と自己のプライドによる離職制御〉として作
用していると考察できる。また〈養成校での恩
師と仲間との語りから知る「保育の面白さ」〉
が根底に位置づいていることが明らかとなっ
た。これは養成校時代に恩師や周囲の仲間と保
育について語り続けることで、保育に対する「面
白さ」を感じた経験が保育者となった現在も支
えとして位置づいていると考えられる。そして
養成校時代の〈恩師という男性保育者のモデリ
ング〉も大きく抑制要因として位置づいている
ことが示された。
4‒3．離職を促進する要因【P‒3】
　A 教諭の離職を促進する要因としては大き
く 3 つの要因が明らかとなった。1 つ目は『自
己に関わる要因』である。働いていく中で徐々
に仕事量が増え、プライベートの時間が確保す
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ることが難しくなり〈仕事とプライベートの未
分化による将来展望の喪失〉が起こっている様
子がうかがえた。また保育に対して費やしてい
る時間は増加していくにも関わらず実際の保育
への他者評価については伴っていない状況から
〈努力と評価のズレによるモチベーションの低
下〉も見られていくこととなる。このモチベー
ションの低下によって〈職場の変化とそれにつ
いていけない自己とのギャップ〉を感じ、〈周
囲と自己の比較による自己肯定感の減少〉や〈自
己の能力と仕事量のギャップによる自己肯定感
の低下〉など、自己と周囲の状況を比較しなが
ら自己の内部で離職に対する意識が高まってい
く様子が見られた。
　2 つ目は『周囲の環境による要因』である。
園の体制がかわったタイミングでの〈園の根幹
が揺らぐ先輩たちの大量離職〉が起きたことに
よって、精神的支えが減少していることも語ら
れている。また園の体制が新たに作られていく
過程の中で〈システム再構築に伴うオーバー
ワークによる疲弊〉も見られていた。これは園
のシステムが変化したことや園が従来から持っ
ている子どものことを中心においた保育によっ
て引き起こされていることに納得はしつつも、
同時に疲労感が蓄積していることも自覚してい
た。この状況に対して〈園の求める保育のクオ
リティの高さによる疲労感〉も相まって、〈独
り身だからこそ続けられた園の体制〉であると
当時の幼稚園の勤務体制について評価してい
る。その後、保育を展開していくことに伴い〈上
司との感覚の不一致による比較の兆し〉が見ら
れ、結果として〈後輩との比較やオーバーワー
クによるモチベーションの低下〉がさらに進ん
だことが離職を促進させる要因として明らかと
なった。
　3 つ目はこれらが相互作用的に働き『生成さ
れた要因』である。保育を進めていく中で自己
の保育スタイルについて見出だし始めた時期に
上司からそのスタイルに対する指摘が入ったこ
とで〈保育の自己スタイル確立に伴う上司との
不一致〉が明らかとなった。これは自己の中で
やっと見出したスタイルであり、自己評価も高
かったことに対する指摘だったために〈自己ス
タイルに対する上司のトップダウン的意見によ
るしこり〉が生まれていた。これが離職を促進
する大きな要因となっている。結果としてこの
際に感じたしこりが〈働く上での自己の芽生え
による上司への疑義〉として大きくなり、〈自
己スタイルの揺らぎに伴う自信の再低下〉に繋
がってしまっている。しかし、園で行っている
子どもを中心においた保育実践に対しては A
教諭は非常に評価しており、上司の意見に対し
ても容認することが出来ている。しかし、現実
的に自己の生活を振り返った時にこのまま仕事
とプライベートの比率がアンバランスになって
いくことに不安を感じ、〈上司の考え方の容認
と自己の生活との分離〉という二面的な感情を
引き起こし、徐々に離職に対する意識が高まっ
ていくこととなっていた。
4‒4．離職意識の高まり【P‒4】
　パラダイム［P‒2］と［P‒3］それぞれの要
因を行き来しながら徐々に離職意識が高まって
いく様相が明らかとなった。始めの頃は〈離職
を踏みとどまらせる交際相手の存在〉によって
離職自体を意識していない様子であったが、〈結
婚意識による離職制御と現実逃避願望との板挟
み〉が徐々に見られていった。これは結婚を意
識するが故に離職することは「そもそも選択肢
に入ってこない」と語られているように、男性
として家庭を支えていかなければならないとい
う性別役割意識が垣間見える場面であった。し
かし、実際の保育の中での仕事量の継続的増加
に伴うモチベーションの低下から見られた葛藤
状態であると推測される。そんな中ふと立ち
寄った本屋での出会いや子どもが生まれること
に関わって〈本との出会いや家族の存在に伴う
転職の意思の芽生え〉が引き起こされる。保育
は楽しく保育者という仕事を続けたいが現実的
に継続することは難しいという狭間の中で葛藤
している状態であり、〈保育の楽しさという根
底がぶれた瞬間〉でもあったと考えられる。こ
れは保育の楽しさは実感しつつも、それでは家
族を支えることが難しくなってしまうという葛
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藤を経験することとなる。加えて〈上司との決
定的意見の相違出来事による離職の確定〉が見
られる。これは離職の促進要因にも記述してい
る上司とのしこりが関係している様子もうかが
えた。ここで一旦は保育職以外の職種にも挑戦
している様子は見られたが、〈配偶者の言葉に
よる離職最終決定〉に至っている。その後は保
育職という〈職が継続する形での再就職活動〉
を意識している。これは保育者を続けていきた
い意思と男性として社会的に求められる役割意
識が相互に関わっていると推測される。このよ
うに〈家族と仕事と理想の自分との葛藤〉を経
験しつつ、徐々に離職に対する意識を高めてい
く様相が明らかとなった。
4‒5．離職に対する捉え【P‒5】
　A 教諭の離職に対する捉えとしては語りの
内容から〈自己充実を図るための離職〉である
と考えられる。これは〈自己充実を可能にする
時間や空間の大切さ〉についての語りや〈自分
を保つ家族の存在による離職決定〉という結果
から推測される。これは決して自分勝手な決定
という意味ではなく、家族・仕事・自己の三者
の充実を目指した〈ワーク・ライフ・バランス
を軸とした離職の決意〉であるという意味であ
る。また、自らの離職を捉え直すことで〈仕事
に対するポジティブな離職〉と認識している様
子が明らかとなった。その根底には自らを取り
巻く周囲の環境の中でそれぞれの自己充実を図
ることで仕事においてもプライベートにおいて
もプラスに働いていくという視点が非常に大き
く影響を及ぼしているということであると推測
される。
5．総合考察
　上記の結果・考察より 3 つの視点が挙げられ
る。1 つ目は離職の『抑制要因』と『促進要因』
によって影響を受けつつ、最終的に『家族と仕
事と理想の自分との間』で葛藤していることで
ある。離職に向かうプロセスとしては様々な要
因が複雑に絡み合い、その中で家族・仕事・自
己の 3 つの立場を確立していく様相が明らかと
なった。2 つ目は離職に向かうまでの間に男性
性に関わるような要因が随所にみられることで
ある。これは結果・考察でも触れたように、男
性として社会的に求められる役割に対する考え
方によるものと考えられる。これは大槻
（2015）14）が「多くの男性にとっては「一生働
くこと」は「あたりまえ」で、「子どもができ
たら働くのはやめよう」と考えている人はほぼ
いないだろう」と述べ、「男女で「働く」意識
が異なるのは、日本の社会が性別役割分業に根
差しているからである」とジェンダーの視点か
ら働くことの意味について述べていることから
も推測することができる。男性保育者において
もこの性別役割分業意識については大きな影響
を及ぼしていることが明らかとなった。この点
については今後さらに研究を進めていく必要が
あるといえるが、社会的に求められる性別役割
が個人の離職に対する影響を及ぼす様相が示唆
されたことは非常に大きな意味があると考えら
れる。3 つ目は最終的に離職に対して『自己充
実を図るための離職』と位置づけ『仕事に対し
てポジティブな離職』と認識している様子が見
られたことである。男性保育者は『家族として
の自分』と『自己充実を図る自分』、そして『保
育者としての自分』の三者においてそれぞれの
バランスを図るために離職という道を選択して
いく様相が明らかとなった。まさしく男性保育
者におけるワーク・ライフ・バランスの在り方
の一様ではないだろうか。
6．今後の展望
　上記している点も含めて改めて記述すること
とする。まずは男性保育者として社会的に求め
られる性別役割について、さらにその様相を明
らかにする必要性があると考える。本研究で示
唆されたものも含め、さらに保育場面における
男性性についてもさらに検討していきたいと考
える。また、男性保育者としてのワーク・ライ
フ・バランスについてもさらに詳細に検討して
いく必要があると考えられる。総合考察にも記
載した通り、三者の間で葛藤する姿については
明らかにすることが出来たがその間でどのよう
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にバランスをとっていくのかについては触れら
れていない。その様相について詳細に分析して
いくことが必要であると考える。さらに本研究
の分析対象期間は就職してから離職に至るまで
の期間であったが継続的なインタビューを続け
ていくことにより、さらに長期的に離職に関わ
るプロセスを明らかにしていくことが可能であ
ると考える。
7．倫理的配慮について
　本研究では音声データを記録したものを用い
た。データの記録については対象者に事前に調
査概要を口頭で説明し、IC レコーダーによっ
て音声記録をすること、なお音声データは文字
データに変換して使用し、研究以外の目的に使
用せず、決して公表されることがないことを説
明し、許可を得た上で調査を開始した。
　なお、分析結果の記述内容は対象者にあらか
じめ了承を得ることにより、対象者の個人情報
の保護および意思を尊重することに努めた。
※本研究は日本保育学会第 70 回大会でポス
ター発表している内容が含まれている。
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